平成20年度日本OP協会年次総会議事録
開催日時：平成20年11月2日（日）19:00～21:20

開催場所：海陽ハーバー会議室

審議に先立ち仲野理事（OP協会）より評議員総数42名に対し、出席評議員数32名（内委任状15名）でOP協会規約（第21条 – 1、総会の定足数及び議決方法）を満たしており本総会が成立したことが報告された。

尚、OP協会会長が所用で出席できなくなったため、占部副会長が議長に選任され、議事録作成をOP協会事務局（丸田郁朗）、署名人を山下弘雄氏（東日本）及び井川史朗氏（西日本）として審議に入った。
議題1（平成20年度各委員会活動報告）及び議題2（平成21年度各委員会計画報告）が一括で審議された。
レース委員会、ルール計測委員会、強化海外派遣部会、総務財務部会、普及育成広報部会の順で本年度の活動及び来年度の計画の報告があり全て原案通り承認された。

総会資料についての主な補則説明は次の通り。

レース委員会

チームレースについては来年も出来るだけ多くのアジアからの参加を募る。

2009年の全日本オープンの開催場所は現在未定。

2009年の全日本は江の島にて開催。
ルール計測委員会
2008年の全日本（蒲郡）では、オープン参加（韓国の2艇）を含む142艇全てIOD艇であった。

強化海外派遣部会

アジアセーリングチャンピオンシップ（インドネシアにて開催）には埼玉匠海選手（江の島ヨットクラブジュニア）を派遣。準優勝の好成績だった。

2009年の正月合宿（唐津）は自由参加として検討中。

2008年のワールド選手権での好成績の結果、2009年の北米選手権に参加できるのではと考えて、2009年海外派遣スケジュールに北米選手権も記載した。

総務財務部会

来年度も笹川財団に補助金の申請をし、認められればヨット教室を継続したい。

次の条件を満たしておれば、OP協会加盟クラブから笹川財団に直接申請も可能。

　　クラブの規約があること
　　決算がされていること

　　会計報告があること

　　監査がなされていること

普及育成広報部会

出前コーチ制度の広報強化を図りたい。

議題3（平成20年度会計報告）及び議題4（平成21年度予算案報告）が一括審議された。会計担当理事から詳細な報告があり全て承認された。

議題5（平成20年度監査報告）

会計については正確であり誤りは認められなかった旨が監事より報告された。
議題6（スポーツ拠点つくり事業への申請　報告）

報告となっているが、総会の承認後に申請予定であり、申請しても通るかどうかは全く分からない。ただ、2009年の8月が申請のタイムリミットのため（2010年からの事業）、申請するのであれば2009年5, 6月頃には最終決定が必要。（大分市以外の自治体でも条件を満たしていれば申請可能）

参加選手の経費節減、協会の資産（OP艇）として大会、合宿等に使用できるメリットがあることも考えられるが、評議員の皆様の意見を十分にお聞かせいただいた上で検討することとし、この総会で最終結論を求めるものでは無く、各クラブへ持ち帰り協議の上でご意見を頂いた上で慎重に進めたい意向である旨が議長及び担当理事から説明された。
出席評議員の皆様の大方の意見はおおむね次の通り。
10年間固定のため、子供たちに対して重大な責任があり、臨時総会で評議員の方の議論を頂いた上で結論を出す方が好ましく、理事会決定は避けるべき。
また、10年間固定で軽風海面では選考基準には無理があるのでは。
別に、別府の立地条件は陸海空で便利である旨の意見もあった。

いずれにしても、評議員の意見を十分に尊重した上での決定であるべきとの意見であった。
決定方法については、評議員の皆様の意見を集約し理事会で議論の上で評議員の皆様へフィードバックし再度、確認の上で理事会決定とすることになった。
おおよその予定では、2009年2月理事会あたりまでに事業の賛否を含む意見を頂き、2009年5月の理事会で申請するか否かの最終結論を出すべく検討することになった。
議題7（資格停止クラブの解除について）

資格停止クラブの解除とオペレーションスタッフの除名解除は別々に審議された。
資格停止クラブの解除

クラブの資格停止の意味について質問があり、理事長から詳細な説明があった。（全日本の枠付レースの開催が出来ない、理事への立候補が出来ず、立候補者への推薦が出来ない、その他）。但し、クラブが資格停止でも所属する個人の選手は何の制約も受けない。

江の島ヨットクラブジュニアの改革が十分に見られ、停止期間を待たずして解除も考えられるが、資格停止が2年間でもあり、2年後の2009年5月25日で資格停止の解除に賛成意見があった。
また、2年間の停止期間終了時が2009年5月なので、最終結論は2009年5月の理事会で最終結論を出しては、との意見も出た。

江の島ヨットクラブジュニアの資格停止解除で誤解の無いように、とのことで2009年の最終選考会及び全日本の開催場所は「江の島」となっているが、両大会とも神奈川県連であることを確認した。

審議の結果、賛成多数で江の島ヨットクラブジュニアの資格停止を2009年5月25日付けで解除することに決定した。

オペレーションスタッフの除名解除

オペレーションスタッフの定義について質問が出た。
理事長より説明があり、また、除名になったオペレーションスタッフの経緯、説明があった。
「除名」は非常に重いもので、総会決議の点を考えても解除は早すぎ、2009年の総会審議でもいいのではとの意見もあった。

同様に、クラブの資格停止と「除名」は全くレベルが違うため（除名はもっと重いもの）、資格停止の解除と「除名」の解除が同時期ではおかしいのではとの意見も出た。

議論の末に、賛成多数で理事会提案は可決され（挙手にて採決）、2009年5月25日付けで解除することに決定した。

　　　　賛成：　27名

　　　　反対：　 3名

　　　　棄権：　 2名

除名解除者11名は次の通り。

東博徳氏、熊川博氏、木内誠氏、戸田和伸氏、原田浩二氏、坂上智文氏、新谷章氏、

新谷珠代氏、高木慶太氏、高橋昌威氏、守屋武彦氏

議題8（役員改選）
選挙管理委員長より6名の立候補があり、締め切り日時（10月8日）、立候補の書面、推薦人名簿とも不備なく受理したことが報告された。
選挙管理委員長より6名の立候補者が理事に推薦され、満場一致で承認された。

承認された理事は次の6名。（立候補届出順）
　　　　荒川　渡　　　　　　海陽海洋クラブ

　　　　奥村　茂実　　　　　琵琶湖ジュニアヨットクラブ

　　　　河内　孝明　　　　　福岡ジュニアヨットクラブ

　　　　濱田　浩司　　　　　福山ジュニアヨットクラブ

　　　　田中　令江　（新任）兵庫県セーリング連盟ジュニアクラブ

　　　　長堀　香津子（新任）中央区ヨット連盟ジュニアヨットクラブ

退任理事は次の通り。

　　　　国見　悦朗　　理事長

　　　　仲野　佐代子　会計担当理事
尚、協会監事については締め切り日時までに立候補の届け出は無かった。

そのため、理事会推薦として現監事の周東英卿氏に留任をお願いし、且つ総会で提案をし、満場一致で承認され引き続きご協力いただくことになった。
その後、第一回理事会が開かれ、新理事長及び会計担当理事が次のように決定し、総会で報告された。

　　　　濱本　徹夫　　理事長
　　　　長堀　香津子　会計担当理事
尚、新理事長から緊急動議が出され、旧理事長の国見悦朗氏にOP協会副会長としてとどまっていただく旨の提案があり、満場一致で承認され、引き続きご協力いただくことに決定し、平成20年度日本OP協会年次総会は終了した。
議事録作成日：　平成20年11月12日

作成者：　丸田　郁朗（OP協会事務局・理事）

議事録署名人：　山下　弘雄　（評議員）

　　　　　　　　井川　史朗　（評議員）
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